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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、二次元コードの莫大な情報の格納・読み取り機器による簡便さという特
徴を活用して、聴覚障碍・視覚障碍を持つ人の情報保障の有効性を証明することにあった。研究成果は、申請時の予想
以上の成果となり、特に、二次元コード全面印刷の2冊の図書の出版により社会への貢献度も多大であったといえる。
　本研究は、障碍者への情報保障を前提に、二次元コードを中心に複数の機器との連結を図るため、現時点では、3Ｄ
プリンタと二次元コードのコンビネーションによる研究を継続中である。さらに、複数の機器を組み合わせていくこと
を現在考えている。
　

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to prove to take advantage of the features that 
using easily and enormous information of the two-dimensional code for hearing disabilities and visual 
disabilities. This reserch results became a better-than- expecred. Especially, the contribution to 
society was grat deal by publishing two books that printed two-dimentional code on whole pages.
　　On the assumption disability information security, the study connects the pulurality divices 
associating with the two-dimensional code at this time. By connecting the two-dimensional code and some 
devices, this study will be continued to explore effective use for disable people.

研究分野：教育工学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究では、二次元コードと、二次元コー
ドの読み取り機器（即座にランダムな音声出
力・映像出力が可能）の特徴を活かし、各種
障碍を持つ人に応用することを目的とした。
音声出力に関しては、ペン状の読み取り機器
の形状を指先サック型に改良することで、視
覚障碍者の情報保障の利便性を追求する。ま
た指先サック型の読み取り機器は、筋力の衰
えていく障碍者にとっても有効であると考
えられる。二次元コードの映像出力に関して
は、タブレット端末へ情報を無線で送信し、
タブレットのディスプレイ上で映像を再生
できるようにする。さらに、骨伝導機器の振
動の幅を拡大させ、警告音に反応させること
も勘案している。このように複数の端末機器
を二次元コードに連結させることにより、各
障碍者のコミュニケーションの情報保障の
確立を目指すことが可能となる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、紙面に印刷された二次元コー
ドの読み取り機器の仕様を変え、即座にラン
ダムな音声出力・映像出力が可能である特徴
を活かし、各障碍を持つ人にこれを応用する
ことを目的とした。二次元コードの読み取り
機器の音声出力に関しては、ペン状の読み取
り機器の形状を指先サック型に改良するこ
とで、視覚障碍者の情報保障の利便性を追求
する。また指先サック型の読み取り機器は筋
力が衰えていく障碍者にも有効であること
を証明することを検討していた。映像出力に
関しては、タブレット端末へ格納した二次元
情報を無線で送信する。さらに強調を必要と
する単語に関しては、音声に反応し、振動の
幅を拡大させるように仕様を変えた骨伝導
機器を用いて使用者に振動として送る。上記
のとおり二次元コードを中心に複数の情報
機器を複合することにより、各種障碍者のコ
ミュニケーションの情報保障を目指した。 
 
３．研究の方法 
平成 25年度、成果の中間報告の場として、
当研究の代表者である馬場が代表を務める、
第 2回「命をつなぐ・知識をつなぐ・言葉を
つなぐ音声ペン」の講演とシンポジウムを 8
月 3 日大阪千里ライフセンターで開催した。
招聘講演者は、二人の視覚に障碍を持つ有識
者に依頼した。シンポジウムのパネリストは、
二次元コードの開発に直接関係する研究者
たちによる発表が行われた。パネリストの中
には、本研究の研究分担者である山形県立米
沢女子短期大学の北山長貴氏が含まれてい
る。上記講演とシンポジウム以外に、ろう教
育の明日を考える連絡協議会編『学校生活の
手話』を二人の聴覚障碍者に依頼し、約 800
の手話の撮影を行い、それを二次元コード化
した。 
 平成 26 年度の研究方法は、先ず、聴覚障

碍者への二次元コードによる『学校生活の手
話』の映像再生に関して、『文部科学省認定
教育関係共同利用拠点 筑波技術大学高等教
育支援センター「障害者高等教育拠点」事業 
語学教育のイコールアクセスを考えるシン
ポジウム』で事例報告を行った。また、障碍
者団体として、日本で初めて二次元コード全
面印刷による音声再生を実現させた社会福
祉法人 桜雲会編『おとがでるえほん かいて
みよう きいてみようかんじ 1 』で馬場は、
本著内で推薦文を記し、編集の一端を手掛け
た。さらに、ＵＶ照射硬化型アクリル樹脂加
工点字付き絵本の二次元コード化を行った。
連携研究者の小川雅魚氏が 2014 年度に出版
した『潮の騒ぐを聴け』(風媒社)が、点字本
化された。さらに、椙山女学園大学に於いて
開催された国際文化フォーラム「物語の森に
ざわめく言葉」の総合プロデュースと司会を
小川氏が行った。 
 平成 27 年度の研究方法は、二次元コード
と 3Dプリンタの連結の研究を行った。3Ｄプ
リンタによる作成は研究分担者の中野幸夫
氏、連携研究者の木村有昭氏が担当している。 
以下の写真は、当該研究の連携研究者である
木村有昭氏が作成した３Dプリンタによるサ
ンプルである。 
 

 
(木村有昭氏による 3Dプリンタ作成サンプル) 

 
先に記載した社会福祉法人 桜雲会編『おと
がでる えほん かいてみよう きいてみよう
かんじ』の２巻目が出版された。また、同法
人より出版された点字墨字合本である『みえ
ない人のためのユニバーサルデザインとバ
リアフリー』(2016)の監修を馬場が行った。
連携研究者の小川雅魚氏は、椙山女学園大学
に於いて開催された国際文化フォーラム「物
語の森に彷徨する私」の総合プロデュースと
司会を行った。 
 
４．研究成果 
申請当初に予想した以上の研究成果が、本
研究では実現した。単に机上の研究以上の成
果を出すことができた。二次元コードを中心
に各種の機器を連結させることが、障碍者の
情報保障にとって有効なソルーションであ
ることを証明しつつある。この理由は、二次
元コードと読み取り機器の試用が簡便であ



る点である。簡便であるが故の問題点も存在
していると考えている。二次元コードと読み
取り機器を当該研究のように複数の機器と
連結させることにより、コードの汎用性と有
効性が生じると思われる。この研究での方法
にも記したように、読み取り機器を単なる音
声再生機器として捉えるだけではなく、動画
再生にも十分活用できる可能性がある。 
 本研究の具体的な成果物をもとに実証を
重ねている段階に現在は達している。本研究
が途中から採りいれた３Ｄプリンタの活用
により、さらに二次元コードの汎用性と有効
性は増していくと俯瞰することができる。 
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